
第
２
回
小
樽
市
内
高
校
・
大
学
・
一

般
交
流
弓
道
大
会
が
12
月
14
日
（
土
）

に
小
樽
公
園
弓
道
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
我
々
が
参
加
す
る
大

会
は
高
校
生
同
士
の
も
の
で
し
た
が
、

今
回
は
大
学
生
や
一
般
の
方
を
含
め

た
大
会
で
、
一
般
の
方
の
中
に
は
錬

士
６
段
の
強
者
も
い
ま
し
た
。
団
体

戦
は
20
チ
ー
ム
の
参
加
で
、
本
校
か

ら
は
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

団
体
20
チ
ー
ム
の
中
で
準
優
勝

こ
の
中
で
本
校
A
チ
ー
ム
（
齋
藤
優

太
（
２
の
３
）
・
大
倉
玄
誠
（
２
の

３
）
・
山
村
総
司
（
１
の
３
）
）
が

準
優
勝
で
し
た
。
相
手
は
商
大
A
チ
ー

ム
で
延
長
の
末
、
一
矢
差
で
の
惜
敗

で
し
た
。
他
に
本
校
B
チ
ー
ム
（
佐

藤
優
羽
（
１
の
２
）
）
は
予
選
７
位

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し

た
が
、
準
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
。
男

子
個
人
戦
は
、
齋
藤

（
２
の
３
）
と
大
倉

（
２
の
３
）
が
予
選

を
通
過
し
ま
し
た
が
、

上
位
入
賞
は
か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

花
立
さ
ん
個
人
３
位

女
子
個
人
戦
は
花
立

知
世
子
（
１
の
２
）

が
３
位
で
入
賞
し
ま

し
た
。
実
力
が
高
い

選
手
た
ち
の
中
で
本

校
選
手
は
健
闘
し
ま

し
た
が
悔
し
さ
が
残

る
大
会
で
し
た
。
こ

の
悔
し
さ
を
胸
に
今

後
も
練
習
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
西
川
浩
司
先
生
）

当
事
務
所
の
１
回
目
の
記
事
を
お
読

み
に
な
っ
た
倉
内
校
長
先
生
が
「
参
考

に
」
と
、
月
刊
「
会
報
双
葉
」
（
昭
和

17
年
１
月
10
日
発
行
）
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
（
下
写
真
）
を
コ
ピ
ー
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
真
珠
湾
攻
撃
を
当
時
の
先
生

方
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
た
の
か
。

「
学
校
日
誌
抄
」
か
ら
抜
粋
す
る
。
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団
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戦
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真珠湾攻撃の日

「宣戦の大詔
渙発せらる」

小樽双葉高等女学校
学校日誌より

昭和16年の学校日誌抄より（12月8日～13日）

大本営発表の臨時ニュース、宣戦の大詔、それをどう受け止めていたのかが伝わる。製菓工場には勤労奉仕に行っていたのだろうか。


